ジコアイ ニツイテノ リンショウ シンリガクテキ ケンキュウ ジコアイ スペクトル ト シンリ チリョウ ギホウ ノ カイハツ by 三船, 直子
氏     名 三 船 直 子
学 位 の 種 類        博   士（学  術） 
学 位 記 番 号        第4544号 
学位授与年月日  平成16年3月25日 
学位授与の要件  学位規則第4条第2項該当者 
学 位 論 文 名        「自己愛」についての臨床心理学的研究 
－「自己愛スペクトル」と心理治療技法の開発－ 
論文審査委員        主 査 教 授 松 島 恭 子   副主査 教 授 岩 堂 美智子 
副主査 教 授 新 平 鎮 博 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 現代は自己愛の時代と言われている。それは人々が個人主義的になり、公共心や他者への配慮を失ったこと
を意味している。社会構造の大きな変化により、人々は他者とともに生きることの意味を見失いつつある。他
者と親密な関係を結べないことによるゆがみは、若い世代の援助交際や集団自殺など、いたるところに現れて
いる。臨床心理学の領域ではこのような現象を「自己愛」という言葉で論じてきた（小此木，1992）。心理的
発達においては「自己愛」が健康に育成（Kohut, 1977）されないことにより、さまざまな障害が生じている。
人生の各局面で、「自己愛」を傷つける事態に出会うことは避けがたいからである。しかし、それと直面し、
いかに乗り越えるかは人格発達における重要な課題である。「自己愛」の傷つきを放置すれば、時には精神医
学的な病理の形成へと至ることもある。「自己愛」の傷つきに対する臨床心理学的援助は時代が要請する急務
の課題と考えられる。 
 本論文では、まず「自己愛」の本質について理論的考察ならびに実証的研究を通して検討し、臨床心理学的
観点からその本質を明らかにする。その上で心理治療に有用な「自己愛」の診断に基する「自己愛スペクトル」
の開発を第一の目的とする。次に、著者の実践した４つの事例を取り上げ、事例分析に「自己愛スペクトル」
を適用し、「自己愛レベル」の診断を加え、その観点から事例の中に現れる「自己愛」の傷つきの理解と病理
形成の関連を検討する。これらを通して「自己愛」の傷つきを修復するための、筆者独自の心理治療技法を開
発することを第二の目的とする。 
 「自己愛」に関して、精神医学領域では理論的枠組みが提唱され（Kohut, 1971, 197. Kernb g, 1980）、
理論と治療実践の統合が試みられているが、一方、臨床心理学では、実証的研究による現象面の「自己愛」の
研究成果と治療実践の統合はいまだ十分に果たされているとは言えない。本論は実証的研究と治療実践の統合
を試みるという点において、わが国初の理論的・実証的研究と位置付けられるものである。 
 本論文は四部11章から構成されている。 
 第一部（Ⅰ章「自己愛をめぐっての議論」、Ⅱ章「自己愛への臨床心理学的アプローチ」）では、本論文の
問題と方法に関する理論的研究を行った。ここでは精神分析学における多元的な自己愛の議論を整理し、「自
己愛」の本質を検討した。「自己愛」の障害に関する理論では、その障害について Kohut（1977）の「欠損モ
デル」、およびKernberg（1980）の「病的自己愛モデル」の二方向を検討し、「自己愛」的な事態はKernberg
の言う病的な防衛的様相でもあり、Kohutの言う発達停止状態の表れでもあると意味づけ、そのいずれかに限
定することは臨床実践にとって有益ではなく、むしろ、その状態の背後にある「自己愛」の損傷状態、「自己
愛」へのアプローチについて考察していくことが重要であることを提言した。ここでは、「自己愛」を「私は
かけがえのない存在である」と定義した。 
― 448 ― 
 第二部（Ⅲ章「実証的研究における自己愛」、Ⅳ章「自己愛人格の因子分析」、Ⅴ章「自己愛スペクトルの
探索」、Ⅵ章「総合考察・自己愛スペクトルの作成」）では「自己愛」の実証的研究を行った。自己愛人格尺
度（1991，三船）を用い、因子分析により５因子を抽出した。さらに、各々の因子特徴の考察から、臨床実践
に有効な①「Doingの自己愛」－現実適応を促進する自己愛側面－、②「Beingの自己愛」－対象を希求し、そ
のため適応状態は一時的に不安定になるが、そのことでかえって対象との間で、生のダイナミズムを体験させ
る自己愛側面－という新たな概念を導き出した。 
 総じて「自己愛」の高まりは適応力を高め、自我の安定をもたらすことが実証された。また、「自己愛」は
生涯にわたって発達すると論じる Kohut（1977）理論を支持する結果を得た。さらに、調査１．２．３の結果
と理論的考察を統合し、臨床における「自己愛」の診断に役立つ「自己愛スペクトル」を開発した。本スペク
トル表を用いることにより、クライエントの揺れ動く「自己愛」状態を把握し、治療の進展やクライエントの
自我状態に即した「Doingの自己愛」、「Beingの自己愛」の様相を把握、診断することが可能となった。 
 第三部（Ⅶ章「解離性障害の女性との心理治療過程」、Ⅷ章「強迫神経症の女性との心理治療過程」、Ⅸ章
「境界例人格障害の女性との心理治療過程」、Ⅹ章「分裂病型人格障害の女性との心理治療過程」）では事例
研究を行った。ここでは第二部で開発した「自己愛スペクトル」表を用い、各事例の「自己愛」の状態とその
推移を診断し、それに対応する、筆者独自の心理治療技法についての考察を行った。 
 Ⅶ章では「Beingの自己愛」の発達停止状態を分析し、その状態を明らかにした。「Beingの自己愛」の修復
過程では、「受容するために踏みこむ技法」が有効な治療的作用を及ぼすことを考察した。つぎにⅧ章では
「Doingの自己愛」の損傷と強迫性症状との関連の分析、「自己愛スペクトル」で取り上げた心身症心性と「自
己愛」の傷つきの関連を考察した。さらに「Doingの自己愛」の損傷の修復に有効な「治療者が小さくなる技
法」という筆者独自の技法について論じた。Ⅸ章では脆弱な自我状態のクライエントとの心理治療過程で生じ
る治療者側の「自己愛」の傷つきを取り上げて考察した。また、心理治療過程で生じる境界例クライエントの
行動化に注目し、「手ごたえ感の技法」、そこに内在する「愛する能力」を治療的に活用した筆者独自の技法
を考察した。Ⅹ章では統合失調症近縁の人格障害の心理治療過程での「自己愛の育てなおしの技法」と Bebe 
imaginair（Lvobici1989）を用いた「かけがえのない私」の再創出の過程を考察した。 
 第四部では綜合考察を行った。本論文では、「自己愛」は対象希求的な特徴をもつことを実証した上で、人
間発達の基本と考えた。そして「自己愛スペクトル」により「自己愛」の傷つきの状態を明らかにした。「自
己愛」に視座をすえた心理治療の事例分析を行い、筆者独自に考案した「自己愛」の傷つきを修復するための
新たな技法を開発した。これらは、今日的な臨床心理学的課題を解決する上で有効であることが綜合的に考察
された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 「自己愛」の問題は、臨床心理学および精神医学における今日的課題とされ、理論的枠組みの呈示、あるい
は臨床実践技法の検討が行われつつあるが、「自己愛」そのものに関する実証的検討はほとんどなく、理論的
枠組みに基づいた心理治療技法の開発も緒についたばかりで、理論的考察と実証的研究との統合は今後の課題
として残されてきた。 
 本論文ではこうした課題に焦点化し、「自己愛」を中心テーマとして取り上げている。そして、心理臨床実
験において「自己愛」の診断に資する「自己愛スペクトル」を開発し、「自己愛」の傷つきの理解と病理形成
との関連を検討した上で、「自己愛」の傷つきや発達停止に対する筆者独自の心理治療技法を提唱することを
目的とした。 
 本論文は４部11章から構成されている。 
 第一部（本論文の問題と方法に関する理論的研究：Ⅰ章「自己愛-Narcissism-をめぐっての議論」、Ⅱ章「自
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己愛への臨床心理学的アプローチ」）では、Freud以来、精神分析学において議論されてきた自己愛状態を、
Kernbergの防衛的・病理的側面からとらえる「病的自己愛モデル」と、Kohutの発達停止側面からとらえる「欠
損モデル」の両方を統合したものとしてとらえ直した。そして、クライエントの心理的状態の背後にある「自
己愛」の損傷状態の理解と、それへのアプローチを重視する筆者独自の理論的・臨床的立場を明確にした上で、
本論文における「自己愛」について「私はかけがえのない存在である」という基本的欲求として定義し、その
傷つきと修復に関する臨床心理学的研究の必要性を提起した。 
 第二部（「自己愛」の実証的研究：Ⅲ章「実証的研究における自己愛」、Ⅳ章「自己愛人格尺度の因子分析」、
Ⅴ章「『自己愛スペクトル』の探索」、Ⅵ章「総合考察『自己愛スペクトル』の作成」）では、青年期から成
人期を対象にして、因子分析および人格適応性レベルによる諸特徴の抽出を実証的に検討した。Ⅲ章・Ⅵ章・
Ⅴ章では自己愛人格尺度・NPIの改訂版NPI-Nと人格検査（MMPI）を用いて自己愛の特徴を抽出した。その結
果、第Ⅰ因子「人の上に立つ、優れた私」、第Ⅱ因子「愛されたい私」、第Ⅲ「はっきりものが言える私」、
第Ⅵ因子「誰からも愛される私」、第Ⅴ「すばらしい私」という５つの下位尺度を見いだした。これらの特徴
をさらに、臨床実践に有効な「Doingの自己愛：第Ⅰ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ因子が関連－現実適応感を高め，行動を促
進する自己愛的側面－」と「Beingの自己愛：第Ⅱ因子が関連－対象を希求し、そのため適応状態は一時的に
不安定になるが、そのことでかえって対象との間で、生のダイナミズムを体験させる自己愛的側面－」の２つ
にまとめた。また、MMPI得点の精神病理性鑑別指標を基準にして、適応困難群・適応不全感群・適応群を設け、
それらとMMPIから分類抽出された３つのプロフィールパターン（Ｓ群：心身症型、Ａ群：不安・抑うつ型、Ｐ
群：人格障害型）のそれぞれの特徴を明らかにした。 
 これらの実証的検討を基礎にしながら、Ⅵ章ではＳ群（心身症心性）、Ａ群（不安・抑うつ心性）、Ｐ群（人
格障害心性）を横軸に、また、自我水準（神経症水準域・境界例水準粋・精神病水準）を縦軸とした「自己愛
スペクトル」を作成して、それが個人の心性の状態を査定するための「こころの自己愛地図」として活用しう
ることを明らかにした。「自己愛スペクトル」は、さまざまな自我状態に対応しつつ「Doingの自己愛」と「Being
の自己愛」の様相を見立てることが可能であり、心理療法開始時から治療の展開に添って、各局面における心
的状態を査定しうる独自のスペクトルとして、Lowenが呈示した静的・固定的スペクトルよりも臨床的有用性
が高まったことを明らかにし、その臨床的意味ついて考察を行った。 
 第三部（事例研究：Ⅶ章「解離性障害の女性との心理治療過程」、Ⅷ章「強迫神経症の女性との心理治療過
程、第Ⅸ「境界例の女性との心理治療過程」、Ⅹ章「分裂病型人格障害の女性との心理治療過程」）では、第
二部で開発した「自己愛スペクトル表」を用いて、各事例の「自己愛」の状態とその推移を査定し、「自己愛」
の傷つきや欠損の修復のための新しい治療技法の開発を行った。ここでは神経症水準から精神病水準までの自
我状態における「自己愛」の分析・考察を目的として、それらの心的状態を呈する４事例が選択された。 
 それぞれの事例において「自己愛スペクトル」によるこころの地図の位置が示され、各自の「自己愛」損傷
の状態が理解された。その上で、Ⅶ章では「『Beingの自己愛』の修復」、Ⅷ章では「『Doingの自己愛』の修
復過程」、Ⅸ章では「クライエントと治療者の『自己愛』の傷」、Ⅹ章では「精神病水準の『自己愛』の育て
なおし」が治療目標として設定された。これらの治療目標に向かって、「受容するために踏み込む技法」、「セ
ラピストが小さくなる技法」、「手応え感の技法」、「愛する能力の発現への気づき」「自己愛の育てなおし
の技法」という筆者独自の心理治療技法が開発され、見立てから終結にいたる筆者の心理治療過程についての
分析・考察が行われた。 
 第四部（総合考察：XI章「実証的研究と事例分析の統合」）では、「自己愛」についての臨床心理学的実証
研究と事例検討との総合考察を行った。「自己愛」は対象希求的であり、「自己愛」状態の背後にあるダイナ
ミズムを理解することこそが心理臨床実践において重要であること、また、「自己愛」の状態を見立てるため
の「自己愛スペクトル」は静的ではなく動的であることが臨床実践に不可欠であり、有効であることを総合的
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に考察した。 
 以上、本論文は、臨床心理学的援助の今日的課題とされる「自己愛」を取り上げ、理論的・実践的研究の統
合的検討を行い、従来、静的にしかとらえられなかった「自己愛」心性を「こころの地図」として力動的に把
握できる「自己愛スペクトル」の作成を試みて、クライエントの病理性の背後にある自己治癒の力を理解しう
る有用な道具を開発したといえる。また、「自己愛」の傷つきとその修復に有効な筆者独自の５つの治療技法
を提示し、その心理治療的有効性を明らかにした。よって、審査委員会はここに得られた知見が、臨床心理学
および心理臨床実践分野に高く寄与すると判断し、本論文は博士（学術）の学位授与に値するものと認めた。 
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